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研究成果の概要（和文）：沖縄県八重山海域でヒブダイ成魚を収集し、スカファノケファルス属吸虫の被嚢幼虫
の出現を海域ごとに調べたところ、西表島南西部や石垣島北東部で寄生率が高く、西表島と石垣島の間の海域で
低い傾向があることが分かった。宿主の肝臓重量や肥満度には、寄生による影響は確認できず、性転換への影響
も不明であった。過去に収集したタチガミフエフキのデータを用い、スカファノケファルス属と同じ吸虫綱のデ
ィディモゾイド属寄生虫が宿主に及ぼす影響を数理モデルを用いて調べたところ、ディディモゾイドの寄生によ
り、宿主個体の死亡率は未寄生個体の約1.5倍に増加すると推定された。

研究成果の概要（英文）：Parasite prevalence of Scaphanocephalus (Platyhelminthes: Trematoda: 
Heterophyidae) metacercariae on the blue-barred parrotfish (Scarus ghobban) was investigated in 
Yaeyama Islands, southwestern Japan. Higher prevalences were recorded in the southwestern 
Iriomote-jima Island and northeastern Ishigaki-jima Island, but lower in the area between these two 
islands. Condition factor and relative liver weight of the parrotfish were not different regardless 
of intensity of parasite infection. Influence of the didymozoid (Trematoda: Didymozoidae) parasite 
infection on the mortality of the longface emperor Lethrinus longirostris was estimated by simple 
simulation using 117 specimens which aged in previous study. The result suggested that the 
didymozoid parasite infection increases the mortality of Lethrinus longirostris.

研究分野：魚類生態学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
吸虫綱ディディモゾイド属の寄生が宿主の死亡率を上昇させることを、簡単なシミュレーションによって定量的
に示すことができた。これまで、自然環境下で寄生虫が宿主に与える影響を定量的に評価した研究は極めて少な
いため、本研究の手法や成果が今後の寄生虫研究に活かされることが期待される。また、寄生虫が水産物の価値
を減少させるという従来の考えに加え、宿主への影響という視点を今後の寄生虫学に広めることにつながると期
待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

 
天然の海産魚類には多くの生物が寄生することが知られており、その寄生部位は、体表、皮下、
筋肉内、内臓内など多岐にわたる。このうち、水産有用魚種への寄生は、水産物の価値を大きく
低下させるため、その発生状況について様々な研究がおこなわれてきた。例えば、沖縄県で漁獲・
水揚げされるブダイ科魚類の鰭や皮下には吸虫綱スカファノケファルス属（Scaphanocephalus）
の 1 種の被嚢幼虫の寄生が頻繁に見られ、この寄生虫は、見た目の悪さからブダイ科魚類の水
産物としての価値を大きく低下させることが分かっている（Shimose et al. 2019）。 
一方で、この寄生虫が宿主であるブダイ科魚類自体に与える影響については不明である。養殖
魚では、寄生虫の宿主への害が多く知られるが、自然状況下での影響はほとんど報告されておら
ず、体液や血液などから栄養を搾取していると推測されている程度である。これまで、国内外に
おける天然魚類の寄生虫に関する研究は、種の記載や発生状況をまとめたものが主であり、寄生
が宿主の健康状態や生態に与える影響を定量的に評価する試みはほとんどなかった。寄生虫が
宿主から栄養を得ているのであれば、宿主は栄養状態が悪化し、肥満度の低下、成長の鈍化、遊
泳活動・摂餌活動・繁殖活動の低下など、様々な影響を受けている可能性がある。海外では、雌
から雄に性転換する雌性先熟魚のベラ科魚類が、寄生を受けることによって性転換を早める、と
いう研究報告がある（Scharer & Vizoso 2003; Villegas-Rios et al. 2013）。沖縄県のブダイ科魚
類の複数種（雌性先熟）で実施された予備的解析では、寄生を受けていない群よりも、寄生を受
けている群で、性転換する体サイズが大きくなることが示され、寄生虫が宿主であるブダイ科魚
類の性転換を遅延させている可能性が示唆されている。 

 
２．研究の目的 
 
本研究では、寄生が頻繁に確認できる天然海産魚数種で、寄生の有無が宿主の健全な活動に与
える影響についての定量的な評価を試みる。特に、一度雌として成熟・産卵し、その後に雄に性
転換する雌性先熟魚類であるブダイ科魚類を対象に、「スカファノケファルス属の被嚢幼虫の寄
生が、ブダイ科魚類の性転換を遅らせる」という仮説に注目する。同時に、被嚢幼虫の寄生が、
宿主の健康状態などに与える影響についても評価する。本研究ではさらに、フエフキダイ科魚類
の筋肉内に吸虫綱ディディモゾイド属寄生虫が寄生することによって生じる宿主への影響を定
量的に評価することを試みる。 
 
３．研究の方法 
 
1）本研究ではまず、ヒブダイ（ブダイ科アオブダイ属）を主な対象に設定し、沖縄県石垣島で
漁獲・水揚げされた 320 個体を標本として用いた。すべての標本について、漁獲した漁業者への
聞き取りにより正確な漁獲場所を記録した。ヒブダイ全個体の尾叉長、体重、肝臓重量を記録し、
肝体指数（肝臓重量×100/体重）、肥満度（体重×106/尾叉長^3）を算出した。各個体における寄
生虫の寄生強度を部位（頭部、胴部、尾部、胸鰭、腹鰭の左右、背鰭、臀鰭、尾鰭）ごとに記録
し、肝体指数や肥満度との関係を調べた。また、ヒブダイの漁獲海域別に寄生率・寄生強度に違
いがないか検証した。 
 
2）過去に石垣島で収集し、年齢査定が終了している 117 個体のタチガミフエフキ（フエフキダ
イ科フエフキダイ属）も本研究に用いた（Shimose 2021）。タチガミフエフキも性転換する魚種
であり、筋肉中には頻繁に吸虫綱ディディモゾイド科寄生虫の寄生が見られる。筋肉中の寄生虫
の有無を記録し、未寄生個体と被寄生個体の出現率が、年齢によってどのように変化するのかを
調べた。未寄生個体と被寄生個体で死亡率が異なると仮定し、年齢ごとの出現率を再現するよう
な両群の死亡率を、簡単なシミュレーションによって推定した。 
 
４．研究成果 
 
1）ヒブダイでは、西表島南西部や石垣島北東部でスカファノケファルスによる寄生率・寄生強
度が高く、西表島と石垣島の間の海域で低い傾向が見られた。スカファノケファルスは、海中で
直接ブダイ科魚類の鰭や皮膚に外部から寄生すると考えられるため、潮通しの良い西表島と石
垣島の間で寄生率・寄生強度が低くなったと考えられた。宿主の肝体指数や肥満度には、寄生に
よる影響は確認できず、性転換への影響も不明であった。 
 
2）タチガミフエフキでは、性転換への影響は検出できなかったものの、寄生虫が宿主の死亡率
を上昇させていることが明らかになった。タチガミフエフキにおいて、筋肉中にディディモゾイ
ドが寄生している個体、筋肉中にディディモゾイドが死後の残骸として残っている個体(図 1)、
未寄生の個体、の 3つ出現率を、宿主の年齢ごとに調べたところ、その割合が年齢によって変化



した。この年齢による変化は、①寄生虫は死後 10 年以上にわたって宿主の筋肉中に残骸として
残る、②寄生された宿主は未寄生の個体より死亡率が高い、③一度寄生された宿主は寄生虫が死
んだ後も未寄生の個体よりわずかに死亡率が高い、ことを仮定すると説明できる。未寄生個体の
死亡率、被寄生個体の死亡率、寄生から回復した個体の死亡率、寄生率の初期値、寄生からの回
復率、の 5つのパラメーターを用いて年齢別の上記の出現率を再現することを試みた結果、未寄
生のタチガミフエフキは年間死亡率が約 40％であるのに対し、ディディモゾイドに寄生された
タチガミフエフキは年間死亡率が約 1.5 倍の 60％にもなると考えられた。本研究では、寄生虫
が天然魚の死亡率を上昇させることを定量的に示すことができた。 
 

  
図 1．筋肉中寄生しているディディモゾイド（左）とディディモゾイドの死後の残骸（右） 
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